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本研究は、孔1DP (Minimum of the Di宜erencebetween Population Proportions) と呼ぶコーパスからの用語抽
出手法を提案し、それを女性学領域に適用して手法の有効性を確かめたものである D 専門用語の自動抽出は、
学術情報法資源、特に新しい領域の学術情報資源へのアクセス性を高めるよで重要な技術である。そのため、
従来から専門用語の自動抽出に関する研究は多く行われてきている。従来の手法では主として対象領域のテ
キストコーパスのみが利用されてきたのに対し、本研究では、対象領域のコーパスと対象領域以外のコーパ
スを利用し、それらに現れる用語の出現率の差を考慮して専門用語語棄を自動生成する新奇性のある手法を
提案している。また、対象領域以外の領域のコーパスとして 39領域のコーパスを用いた実験を行い、従来
の手法に対してより優れた結果を得られることを示した。一方、本研究で提案した手法では、対象領域とそ
れ以外の領域のコーパスを必要とすることになるため、対象領域以外の領域のコーパスを最小化することが
求められる。こうした課題に対して、本研究では先の研究を発展させて、 1~ 3領域のコーパスを利用した
領域外コーパスを利用する方法について実験を行い、対象領域に近い領域のコーパスを用いることにより、
比較対象とした従来手法より優れた結果を出せることを示した。
本論文では、有用性の評価手法に関する記述にやや甘さがあるとの指摘もあったが、有用な専門用語自動
抽出手法を作り出したことは十分評価できる。新しい学問領域がしばしば作り出される現代において、専門
用語の自動的な抽出技術は新しい学問領域の情報資源の索引付けや分類に大いに役立つ。本論文が述べる専
門用語抽出技術はこうした情報資源アクセス支援にとって有用な技術であると大いに評価することができ
る。
(3)論文全体に関して
論文全体として、上記の二つの研究を通じた基盤となる知識や関連研究、二つの研究とそこから得られた
知見、さらに全体を総合して得られた知見についてまとめたものである。著者が行った性質の異なるアプロー
チの研究について、情報アクセス支援のための語棄とその構築手法の観点からまとめたものであり、博士論
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文として十分な!福を持つものであるといえる。考察や考察の記述に関する課題も見受けられるが、博士論文
としての価値を損なうものではなく、全体として十分な内容と価値をもった博士論文であると結論できる。
よって、著者は博士(情報学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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